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論文内容の要旨
本論文は照射された低温水中における捕捉電子(あるいは溶媒和電子)に関する研究をまとめたも
ので緒論， 1 ~刊章，結論，要約より成っている。
緒論では，この研究の目的と意義について述べ，とくに結品氷での研究についての著者の立場を明
らかにしている。
第 I 章では，従来の低温氷中における捕捉電子の研究について要約している。
第E章では， 77 OK のアルカリ氷(濃厚アルカリ水溶液を急冷したガラス相)をガンマ線照射し，
生成した捕捉電子の光吸収スペクトルの光退色をしらべたところを述べている。この結果アルカリ氷
では捕捉電子の光吸収スペクトルは，ガラス系に特有なおのおの異る深さのトラップに捕捉された巾
の狭いスペクトルの集合と考えている。
第皿章以下では氷結晶中の捕捉電子を扱っていて，規則正しい構造の氷結晶中では，無定形の上記
アルカリ氷におけるよりも簡単な特性を示すことを予測し，それを証明している。
第皿章では，種々の溶質の水溶液から成長させた結品氷を 7 7 OK で照射し光吸収スペクトルを観
測した結果を述べている。 NH4F ， KF を混じたものについては，とくに捕捉電子が著しく増加する
ことを見出している。この増加の原因は，結晶格子中のふっ素イオンであることを知り，これにより
G 値の測定を可能にしている。これらふっ化物添加試料の光吸収スペクトルは，添加しない場合と全
く同じであるので，結晶氷中での電子の捕捉箇所は溶質イオンから充分に遠くにあるとしている。
第N章では， 7 7 OK 氷結品において光退色効果を調べた結果について述べている。その結果，捕
捉電子のトラッフ。は一種類で、あり，退色の量子効率は長波長ヘ行くに従って急速に低下し捕捉電子の
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第一励起状態は束縛状態にあると考えている。このことはアルカリ氷における結果と異る特性である。
第V章では，光吸収スペクトルの微分スベクトルを測定し，そのピークの観測から短波長側の裾に
肩があることを見出している。これはスペクトルのピークが第一励起状態ヘ，裾の部分がより高次の
励起状態ヘ遷移するものと考えて説明している。
第百章では， 1 1 0 oK 近傍でパルスラジオリシス法により光吸収スペクトルを測定し，主ピーク
とは別に赤外{則に巾の広い速かに減衰する成分を見出したことについて述べている。この赤外吸収は，
浅いトラッフ。に捕捉された電子に対応するものとしている。
第四章では， トラップが放射線により生成することについて述べている。ここに生じたトラップは，
1 4 0 oK 程度に焼鈍することによって消失することについて述べ，さらに捕捉電子の熱的性質の考
察を行っている。
以上につづいて，結論と要約を述べている。
論文の審査結果の要旨
本論文に述べられている研究業績を要約すると つぎのようになる。
(1) アルカリ氷は無定形で捕捉電子の光吸収スペクトルは，多様で、あり，水和電子の典形的な研究の
場とならないことがわかった。
(2) 結品氷では，吸収波長は温度の低下と共に短くなり，吸光度も下る。しかし本論文提出者はふっ
素イオンでドープしたものが， しないものと同じ波長で，より強い吸収を示すことを見出し， 1 4 0 oK
以下でも測定が容易で、あることを見出した。
(3) その氷結晶中では，捕捉電子の一次励起が束縛状態であることのほか，さらに高次励起によるも
のがあることを知った。また赤外スペクトルからは，熱電子放出に係わる浅いトラップの電子のあ
ることを矢口った。
(4) ライナックによるパルスラジオリンスから有極性溶媒ガラス(アルカリ氷)でhは浅いトラップが
多すぎて照射トラップはマスクされ， 1 4 0 oK 以上の焼鈍で消えることを知りトラップの氷格子
空孔説を立てた。またスプア中の捕捉電子の再結合を論じた。
以上のように本論文は，捕捉電子についてG 値の高い結品氷をつくることに成功し，それによって
水和電子の純粋なエネルギー形態にむける研究を深めたものであり，その業績は放射線工学の分野に
むける多大の貢献をもたらすものである。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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